









































① 総合的方略(global strategy ) 
② 一般的方略(general strategy) 
③ 数学的方略(mathematical strategy) 


















































































































































































































































































































































































図 4  Kartika(成功した図) 
 
















































































































































































＜問題５＞関数 BAf ®: と CBg ®: に
ついて、次の２つの命題を証明するか反例
をあげなさい。 
a. f と gが全射ならば fg o は全射。 






の図をかき直した｡（図８） その結果、 fg o
が全射であっても f が全射でない反例を見
出すことに成功した。 
図 7 Rogerの最初の図 
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